




ますが、これまで以上に質の高い福祉人材の確保と、継続かつ安定的な経営を基

本として、財政基盤の強化を図り、利用者の方々の期待に一層応えられる介護福

祉サービスの向上に励んでまいります。

また、地域福社の必要性や社会福祉協議会に対する理解や事業等について市

民の方々に理解していただくため、小地域座談 (研修)会の開催を積極的に呼び

かけるとともに、ホームページ・広報活動の内容の充実を図り、定期的かつタイ

ムリーな情報発信に努めます。

2.重 点目標
『支えあい 助けあう こころつながる やさしいまち あこう』

地域福祉推進計画において、「支えあい 助けあう こころつながる やさし
いまち あこう」を基本理念に掲げております。地域福祉の推進には、個人、地

域社会、行政が、「地域に住む一人ひとりが努力すること (自助)J、 「住民同士や

ボランティア等による地域での助けあい・支えあい (共助)」、「行政などによる

公的な制度・サービスによる支援 (公助)」 といつた、役割を果たしながら連携・

協力していくことが必要不可欠となります。社会福祉協議会では、主に「共助」

の充実に向けた取り組みを中心として、地域福祉を推進していくことを目指す

ものであります。

3.重 点事項
平成 28年度は「地域福祉推進計画」の着実な推進を図るため、次の「重点事

項」の推進に取り組んでまいります。

(1)地域福祉推進計画の推進

住民主体を基本とし、誰もが住み慣れた地域で安心安全に暮らし続けら

れるまちづくりを目指すために策定した地域福祉推進計画について、計画の

進捗状況や新たな福祉課題への対応等を検証・検討し、理事会
0評議員会に

おいて計画の進行管理を行い、着実に推進します。

(2)社会福祉協議会の体制強化

社会福祉法人制度改革に適切に対応するため、準備・検討を進めます。地

域福社を取り巻く環境が変化する中、社会福祉協議会の目的・意義や活動等
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(5)在宅福祉サービスの積極的な展開
ひとり暮らし老人や高齢者夫婦等に対する地域での見守り・支えあい事業

として実施している「給食サービス」や、自力では外出が困難な高齢者、重

度身体障がい者に対する車いす車両を使用して送迎を実施している「移送サ

ービス」等の在宅福祉サービスについては、市民、利用者の立場に立ってさ

らなる充実に努めます。

また買物支援対策として、買物が困難な高齢者等を対象とした「買物支援

モデル事業」を立ち上げ、住民のたすけあい活動の一環として実施できるよ

う検討してまいります。

高齢者自身の社会参加活動を推進し、健康増進と介護予防を図ることを

目的とした「介護支援ボランティアポイント制度事業」は継続して実施しま

す。

(6)児童福祉活動の充実
母子・父子家庭等に給食サービスを提供する「ひとり親家庭サポー ト事

業」、日帰リバス旅行等の「ひとり親家庭ふれあい事業J、 おもちやの貸出し

や修理・手作りおもちゃ教室等の「おもちやライブラリー事業」、昨年度よ

り実施している「ひとり親家庭ランドセル購入助成事業」については継続し

て実施するとともに、子どもの日に市内の保育所等を訪問してプレゼント

する「児童福祉施設訪問事業」は本年度新たに設置される認可保育所も対象

とすることにより、子育て支援の促進を図ります。

また、「被保護世帯等激励事業」として実施している小中学生の修学旅行

小遣い助成金額を増額し、低所得者対策に取り組みます。

(7)ボランティア活動及び福祉教育の積極的な推進
ボランティア活動の輸を広げるための養成講座を計画的に開催するほか、

市民のボランティア活動に関する理解と関心を深めるため、「ボランティア

情報誌」を継続して発行し、周知・啓発に努めるなど、ボランティアの裾野

の拡大に努めます。

また、次世代育成のための福祉教育を進めるため、「福祉協力校指定事業」

を通じて、計画的で継続的な福祉教育の実践、一層の充実を図ります。

なお、近年多発する自然災害時等の救援活動体制の整備を図るため、災害

ボランティア活動のマニュアルの点検や災害時備品の確保に努めます。ま

た、災害ボランティアセンター開設副1練や研修を実施するとともに、災害ボ

ランティア養成講座を実施して災害ボランティア登録を推進し、更に防災
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4.事業概要

○新規 ◎拡充 ☆共募配分金事業
事   業   名 事 業 内 容

(1)社会福祉協議会の体制強化
役職員研修等の実施 地域福祉推進、介護保険事業等の研修強化を図る

介護保険事業体制の確立 利用者に信頼される事業所づくりを目指し、質の向上

を図る

自主財源の確保 賛助会費、共同募金配分金、善意銀行、貸衣裳事業収入

の確保を図る

職員退職手当の積立 職員退職手当積立金

(4,496千円)

(2)福祉への関心の向上
◎☆広報活動の充実 「社協だより」の発行 (年 12回、8ページ)、 ホーム

ページの運用管理          (2,529千 円)
福祉のつどいの開催 「善意の日」にちなみ開催。社会福祉に貢献した人の

表彰、講演会の実施         (1,100千 円)
☆市民福祉講座の開催 福祉の現状や情報の提供等。市民の関心や興味を促

し、啓発・啓蒙を行う         (600千 円)
☆障がい者福祉大会の開催 「障がい者週間」にちなみ開催。福祉作文の表彰、講

演会の実施              (244千 円)

(3)地域福祉の充実強化
☆三世代愛のつどい 歳末たすけあい「三世代交流もちつき大会」等の実施

(2,770千円)

◎☆三世代交流事業 三世代交流事業を実施する団体を募集、助成

(3年限度、上限 3万円、2年 目2万円、3年 目 1万円)

(250千円)

☆レクリエーション用品等貸出事

業

レクリエーション用品を貸出しすることにより福祉活

動を促進               (100千 円)

☆ほのぼの福祉事業 福祉作文を募集、障がい者福祉大会の席上で表彰

(260千円)

☆介護者の会育成・支援 「寝たきり。認知症老人、在宅重度障がい者の介護者

の会」の育成 。支援 (介護特別食、ミニ宅老含む)

(660千円)

☆ひとり暮らし老人の会育成 身寄りのないひとり暮らし老人の会「ひまわりの会」の

支援                 (118千 円)
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☆ひとり親家庭ランドセル購入助

成事業

児童扶養手当を受給しているひとり親家庭にランドセ

ル購入費用を助成 (上限 2万円)    (403千 円)

おもちやライプラリー 子どもの健全育成を図るための催しや、おもちや遊び

とおもちやの貸出           (114千 円)

(7)障がい者 (児)福祉の推進
☆在宅重度障がい者激励 遠出の少ない在宅重度障がい者が、旅行を通して交流

を深め、自立意欲を培う        (400千 円)

視覚障がい者支援 視覚障がい者の点字用具などの資材整備

(133千円)

心身障がい者スポーツ助成 グランドゴルフ大会への助成

(50千円)

(8)福祉を高める運動の推進
◎被保護世帯等助成 善意銀行からの払い出しで、修学旅行の小遣い助成

(520千円)

災害見舞金 家屋が全焼、全壊または流出した世帯に対し、見舞金を

支給 (一世帯 2万円)         (100千 円)

(9)歳末たすけあい募金配分金
☆歳末たすけあい募金配分金 児童・障がい者・老人福祉施設入所者への見舞金、被

保護・要援護世帯児童生徒へのお午玉等 (1,600千円)

(10)ボ ランテイア活動及び福祉教育の推進
ボランティアセンター運営 ボランティアコーディネーターによるボランティア相

談の受付と運営           (2,037千 円)

ボランティア協会助成 ボランティア協会の活動助成

(670千円)

☆ボランティア活動推進 ボランティアセンター登録グループヘの運営費及び活

動費の助成、ボランティア情報誌発行など 010千円)

ボランティア養成講座 各種ボランティア講座等の開催

(370千円 )

☆災害ボランティアセンター 災害救援活動マニュアルに沿つた訓練と災害ボランテ

ィアの募集登録及び研修を行う     (460千 円)
フクシふれあいまつり ボランティア協会との共催事業、一般市民へのボラン

ティア意識の高揚を図るために実施   (256千円)

☆福祉協力校の育成 小中高校に助成を行い、ボランティア活動や福祉教育

の推進               (1,400千 円)

(11)心 配ごと相談所の開設
☆心配ごと相談所 日常生活上のあらゆる相談に応じ、

(弁護士 。一般 。こころの相談)

適切な助言、援助

(1,300千円)
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第4号議案

平 成 28年 度

資 金 収 支 予 算 書



会計の区分一覧表

会計単位 (総括 ) 事業区分 番 号 拠点区分 番号 サービス区分 番 号 内部管理 (サービス区分の細分化)

一般会計 社会福祉事業 1 法人運営事業 1 事務局運営事業 1 事務局運営

職員退職積立金

理事会・評議員会・委員会等

広報・ホームページ

福祉のつどい

市民福祉講座

障がい者福祉大会

総合福社会館管理運営事業 1 総合福社会館管理運営

祉活動推進事業 1 地域福祉活動推進事業 上
上
３
Ｔ
Ｉ
一
７
Ｔ
Ｉ
⊥
ｎ
Ｔ
Ｉ
ユ
‐‐５一」
」
匹
半
準
降
降
朧
降
撃
離
際
跡
階
両
匡
Ｌ
牌

三世代愛のつどい

三世代交流事業

レクリエーシヨン用品等貸出事業

ほのぼの福祉事業

介護者の会支援事業

介護者の会介護特別食

介護者の会ミニ宅老

ひとり暮らし老人の会育成事業

小地域福祉推進事業

いきいきサロン

共同募金活動協力事業

福祉協力校育成事業

パー トナーサービス事業

出会いの広場事業

生活困窮者支援事業

給食サービス事業

友愛訪問活動事業

福祉用具貸与事業

移送サービス事業

買物支援モデル事業

児童福祉施設訪問事業

ひとり親家庭サポート事業

ひとり親家庭ふれあい事業

ひとり親家庭ランドセル購入助成事業

おもちゃライプラリー

敬老事業

介護支援ポランティアポイント制度事業

寝具貸与委託事業 (老人)

寝具貸与委託事業(身障)

心身障がい者 (児)激励事業

視覚障がい者支援事業

被保護世帯等激励事業

災害見舞金

福祉諸団体助成事業

共同募金配分金事業 1 一般募金配分金事業

歳末たすけあい配分金事業

ボランティアセンター活動事業 1 ボランティアセンター運営事業

ボランティア養成事業

ポランティア活動推進事業

フクシふれあいまつり

災害ボランティアセンター

心配ごと相談事業 1 心配ごと相談事業

福祉サービス利用援助事業 1 福祉サービス利用援助事業

資金貸付事業 1 友愛基金貸付事業

生活福祉資金貸付事業

善意銀行運営事業 1 善意銀行運営事業

介護保険事業 1 訪間介護事業 l 訪問介護事業

訪問入浴介護事業 1 訪問入浴介護事業

居宅介護支援事業 1 居宅介護支援事業

通所介護事業 1 通所介護事業

4 障がい者総合支援事業 1 障がい者総合支援事業 1 障がい者総合支援事業

収益事業 貸衣裳事業 1 貸衣裳事業 1 貸衣裳事業
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<事業活動による収支>

く施設整備等による収支>

<その他の活動による収支>

事業区分 資金収支予算内訳表
(自 )平成28年 4月 1日    (至 )平成29年 3月 31日

会費収入 1,00C 0
ハ
Ｖ
Ａ
Ｖ 0 1,000

寄付金収入 2,500 0 2,500 0 2,500

経常経費補助金収入 44,277 0 44,277 0 44,277

受託金収入 21,593 0 21,593 0 21,593

貸付事業収入 80 0 80 0 80

事業収入 836 8,526 9,362 C 9,362

負担金収入 2,190 0 2,190 C 2,19C

介護保険事業収入 127,098 C 127,098 127,098

障害福祉サー
‐
ビス等事業収入 42,089 C 42,089 42,089

受取利息配当金収入 433 1 434 434

その他の収本 61 1 62 0 企
υ

事業活動収入計 (1) 242,157 8,528 250,685 0 250,685

人件費支出 169,719 3,222 172,941 0 172,941

事業費支出 31,044 2,749 33,793 0 33,793

事務費支出 21,918 84 22,002 0 22,002

貸付事業支出 300 0 300 0 300

助成金支出 22,636 0 22,636 0 22,636

事業活動支出計 (2) 245,617 6,055 251,672 251,672

事業活動資金収支差額 (3)=(1)― (2) △ 3,460 2,473 ∠ゝ 987 △ 987

施設整備等収入計 (4) 0 0 0 C

固定資産取得支出 0 900 900 0 90C

施設整備等支出計 (5) 0 900 90C 90C

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)― (5) 0 △ 900 △ 90C ∠ゝ 90C

事業区分聞繰入金収入 1,100 1,10C 1,100 C

その他の活動による収入 1 1 0 1

その他の活動収入計 (7) 1,101 0 1.101 1,100 1

積立資産支出 2 400 402 0 402

事業区分間繰入金支出 C
ｎ
υ 1,100 C

その他の活動による支出 4,49C 4,49C 0 4,49C

その他の活動支出計 (8) 4,498 1,500 5,99〔 1,100 4,89〔

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)― (8) △ 3,397 ∠ヽ 1,500 △ 4,897 0 △ 4,897

予備費支出(10) C 0 C 0 0

当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)― (10) △ 6,857 73 △ 6,784 △ 6,784

前期末支払資金残高 (12) 115,322 1,904 117,226 0 117,226

当期末支払資金残高 (13)=(H)+(12) 108,46[ ０
フ 110,442 0 110,442
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法人運営事業拠点区分
(自 )平成28年 4月 1日

資金収支予算書
(至)平成29年 3月 31日

勘 定 科 目
当年度
予算額

前年度
予算額

差引
増減額

備 考

く事業活動による収支>
会費 反入 1,000 970 30

1,000 970 30

1個入会費収入        ~ 525 520 5 1口 2,000円 (一般会費1日 500円 )

1法人会費収入       ~ 475 450 1口 5,000円

経常 堡費補助金収入 18,562 20,153 △ 1,591

18,562 20,153 ∠ゝ  1,591

1社会福祉活動専門員設置事業補助金収入 5,372 6,839 ∠ゝ 1,467 人件費補助

剛 福祉活動促進事業補助金収入 12,123 12,225 △ 102 人件費補助

1社会福祉事業補助金収入   ~~ 422 422 0 「福祉のつどいJ他事業補助

645 667 ∠ゝ  22

受 託 金収入 18,438 18,433 0

17,433 17,438

1総合福社会館管理受託金収入 ~~~~~ 17,433 17,433 0 指定管理者受託金収入

1,00C 1,00C 0

l県民ホ
゛
ランタリー活動助成事業事務費受託金収入 1,00C 1,00C 0 ドランティア活動助成

事業 反入 100 10( 0

1参加費収入 ~ 10C 10C 0 市民福祉講座参加費

受取
'

円息配当金収入 0

爾 利息配当金収入 22 22 0

その 1也の収入 5C 10( △ 50

1雑収入 ~  ~ 10C ∠ゝ  50

靡

―       

―

10C △ 50 実習生受入他

事業活動収入計 (1 38,167 39,77〔 △ 1,6H

人件 爵支出 25,729 38,32[ △  12,596

36C 36C 0 役員報酬

16,937 14,651 2,286 常勤職員 。嘱託職員

4,873 4,31e 560

1 15,87e △  15,872

3,558 3,12〔 430 l■会保険料他

事業 懃支出 1,543 1,044 499

出 370 302 68 講師・委員謝礼

具備品費支出 3 事業用消耗器具備品

出 20 ∠ゝ  10 封筒・写真印婦1

支出 45 45 0 郵送料

支出 57 6C △ 3 講師賄他

広報費支 544 9[ 449 広報印刷代

出 60 6C 0 Fラシ折込料

支出 10 8 2 白布クトツク
゛
代

賃借料支出 140 ∠ゝ  10 会場使用料

公課支出 1 1 0 f紙代

守料支出 109 109 0 トームヘ―゚シ
゛
保守管理

渉外費支出 0 ふくしの人表彰盾

事務 贄支出 19,088 19,147 ∠ゝ 59

生費 72 65 7 健康診断料他

員 出 66 制服代

10 △  10 講師謝礼

旅費交通費支出 455 433 貨職員会議等出席旅費

研 191 191 0 貨職員研修会出席旅費

180 0 会議研修等参加費

消耗品費支出 573 423 事務消耗品

86 91 △ 5 封筒他
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福祉活動推進事業拠点区分
(自 )平成28年 4月 1日    (至 )

資金収支予算書
平成29年 3月 31日

ス・ホ・ランティアコーテ・イネーター

フクシふれあいまつ

′ヾ―トナーサーヒ
｀
スモテ

護支援ホ・ランティアホ
゜
イン

ィア・市民活動災害共済事務費受託金収入

・ 16・



備等によ

<その他の

勘 定 科 目

衣裳)よ り繰入

がい者総合支援事業より

ホ
゛
ランティアセンター活動―

心配ごと相談ヘ

(11)=(3)+(

高 (12)

13)=(11)+(12)
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介護保険事業拠点区分 資金収支予算書
(自 )I「成28年14月 1日     (EE)墨平jこ29」早 3月 31日

勘 定 科 日
度
額
年
算
当
予

度
額
年
算
前
予

差引
増減額

考備

<事業活動による収支>
介護1果険事業収入 127,098 129,317 △ 2,219

料収入 96,828 100,01( △ 3,188

護報酬収入 86,280 89,650 ∠ゝ 3,370

入 75,00C 78,450 ∠ゝ 3,450 訪間介護・訪問入浴介護 。通所介護

予防報酬収入 11,28C 11,200 80 訪問介護 。通所介護

用者負担金収入 10,548 10,366 182

担金収入 (公 168 110 58 訪問介護

担金収入 (一 9,204 9,038 166 防間介籠・訪間入浴介護・通所介護

予防負担金収入 (公 ) 108 68 40 訪問介護

予防 1,06〔 1,150 ∠ゝ 82 訪問介護 。通所介護

支 入 28,794 27,830 964

居 収入 27,89C 26,930 969 居宅介護支援

介護 入
０
フ
０
０ 900 △ 5 ″

用 首等利用料収入 1,441 1,441 0

―ビス利用料収入 1 1 0 通所介護

食費収入 (一般) 1,440 1,440 0

そ の事業収入 30 5

1受託事業収入 30 5 居宅介護支援

受取 ;門息配当金収入 389 563 △ 174

389 563 △  174

そ の 也の収入 0

瞬羅可西ラご
~~~~~~~~~――一――――――――

T

1雑収入 0 実習生受入他

事業活動収入計 (1 127,498 129,891 ∠ゝ 2,393

人件 贄支出 103,339 106,808 △ 3,469

34,236 29,128 5,108 ヘルハ―゚・″マネ・嘱託職員他

1職員賞与支出 9,593 9,455

1非常動職員給与支出 50,079 58,039 △  7,960 登脚
^・

―・臨時職員 。バート職員

9,431 10,186 Zゝ  755 社会保険料他

事業 欝支 H 13,076 13,185 △ 109

諸 70 70 0 講師謝礼

旅 10 0 職員会議等出席旅費

研 出 245 248 △ 3 職員研修会出席旅費

出 80 100 △ 20 会議研修会参加費

具備品費支出 2,000 1,560 440 事業用消耗器具備品

出 396 45 ψ ―ヾ訪問日誌・封筒印刷

水道 出 542 542 0 通所介護事業所

燃料費支出
う
ろ 32 △  10 入浴燃料

1,647 1,998 ∠ゝ 351

出 882 1,062 △  180 任意保 険 料・ 軍 検 代 他

出 765 986 △ 171 車輛燃料費

出 150 0 通所介護事業所修繕

通 支 出 1,117 1,093 24 電話・ FAX・ 郵送料
支出 80 0 会議賄

報費支出 246 240 6 PR用

手数料支出 6S △ 44 口座振替手数料

保険料支出 154 損害保険料

賃借料支出 3,223 3,276 ∠ゝ  53 Ⅲ―ぶ麓・電話
“

農・ソフ1・ コンセスータ・車両リー淵

地 。 651 651 0 家屋・ 駈 軍 場 貰 借 料

4 目動 車税 ・ HJ紙祝

‐18‐



勘 定 科 目
当年度
予算額

前年度
予算額 副嚇

備 考

長守料支出  ~ 747 747 C システムリ晨冬「 澤斗

諸会 轡支出
~

48 45 △ 2 会費他

給全 費支出 1,200 1.102 9ε 通所介護事業所食材費

薙 用品費支出 150 400 ∠ゝ  25( 利用者処遇介護用品費

教養娯楽費支出 38 FIJ用 者処遇教委 腺衆

顧 一出 160 160 0

事務う蒙t出 2.147 2,042 105

閥利厚生費支出 902 890 12 健康診断料他

を支出 461 330 制服代
―

15 28 ∠ゝ  13 介護事業所

光熱費支出
~~

367 367

支出 ∠ゝ 27 事務備品修 1

輌
′
ｔ 343 0 ′卜護事業所警偏・清耐

失料支出 30 0 介護事業所火災保険他

料支出 8 6

菱支出 5 0

野支出
~~

6 6 0

助成 鐘支出 55

助成金支出

事業活動支出計 (2) 118,617 122,085 ∠ゝ 3,468

事業活動資金収支差額 (3)=(1)― (2) 8,881 7.80C 1,075

< 等による収支 >
施設整備等収入計 (4) C C

間 申 蜃産取得支出 C 69〔 △  69〔

|ソ フトウェア取得支出 C 69〔 △ 698

施設整備等支出計 (5) 69〔 △ 698

面諏整備等資金収支差額(6)=(4)三≦⊇ ∠ゝ 698 698

<そ の活動による収支 >
その他の活動収入計(7) 0 0 0

拠 点 蟄
廟
階
―

分

―

出 9,228 6.255 2,973

:点区分間繰入金支暉 9,228 6,255 2,973 法人運営事業へ   5,62〔

福祉活動推進事業へ  3,60(

その他の活動支出計 (8) 9,228 6.255 2,973

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)― (8) △ 9,228 △ 6,255 △ 2.973

予備費支出 (10) 0 0 0

雪爾蔭竃到扇扇饗要合計(里 )=(3)+(6)十 (9)― (10) ∠ゝ 347 853 ∠ゝ 1.200

前期末支払資金残高 (12) 67,382 61,267 6.115

当期末支払資金残高 (13)=(11)+(12) 67,035 62.120 4.915
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障がい者総合支援事業拠点区分
(自 )平成28年 4月 1日    (至 )

資金収支予算書
平成29年 3月 31日

勘 定 科 目
当年度
予算額

前年度
予算額 劃嚇

備 考

事業活動による収支 >
障害 蜃祉サービス等事業収入 42,089 42.783 △ 694

入 40,80C 41,900 ∠ゝ 1,100

費収入 40,80C 41,900 ∠ゝ  1,10C 居宅介護・同行援護

金収入 108 190 △ 82

そ の事業収入 l 181 693 48〔

1受託事業収入 1,179 69C 489 陽動支援・訪問入浴
「
ぞめ面ゐ事業取入 2 3 △ 1

受取
'

団息配当金収入 18 9 9

受取利息配当金収入 18 9 9

事業活動収入計 (1) 42,107 42,792 ∠ゝ 685

人件 贄支出 35,289 32,388 2,901

8,791 7,159 1,632 ‐ )ヽ
‐
―

1職員賞与支出 2,769 2,244 525

1非常勤職員給与支出 21,497 21,260 237 妥護奎熟ヘルハ―゚

2,232 1,725 507 社会保険料他

業

　

ヽ

事 費支出 1,204 1.154 50

謝金支出 C ∠ゝ 3G

費交通費支出 C 10 △ lC

修研究費支出 511 △ 22 職員研修会出席旅費

参加費支出 30 C 会議研修会参加費

具備品費支出 5C 50 C 事業用消耗器具備品

本 2C 20 C 封筒印昴J

出 182 126 5C

97 5C 41 任意保険料他

出 85 車輛燃料費

通信運搬費支出 17C 16C 電話代・郵送料

△
バ 出 C 会議賄

報費支出 23 PR用

料支出 △ [ 口座振替手数料

料支出 C 損害保険料

料支出 53C 635 ∠ゝ  105 :t・―機・電話機・ ソフト・コンピュ
‐夕・車両リース

“

支出 83 システムつlギ千本斗

会費支出 C

出 5C C

事務 費支出 349 268 81

生 147 140 健康診断料他

86 12 制服代

支出 △ 2 介護事業所

支出 55 C ″

費支出 51 51 C 介護事業所警備・清掃

料支出 C 介護事業所火災保険他

料支出 C

事業活動支出計 (2) 36,842 33,81C 3,032

事業活動資金収支差額 (3)=(1)― (2) 5,26: 8,982 △ 3,711

による収支>

固定資産取得支出

ソフトウェア

支差額  (6)=(4)― (5)
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11)=(3)+(6)+(9)― (10)
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収益事業区分 (貸衣裳事業拠点区分)資 金収支予算書
(自 )平成28年 4月 1日 (至)平成29年 3月 31日

社会福祉 (福祉活動推進)ベ

11)=(3)+(6)+(9)― (10

13)=(11)+(1
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